
 
平成27年3月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕（非連結） 

平成26年8月11日 

（百万円未満切捨て） 

上場会社名 小野産業株式会社 上場取引所 東
コード番号 7858 URL http://www.onosg.co.jp/
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 小野 大介
問合せ先責任者 （役職名） 管理部長 （氏名） 青山 政俊 TEL 0282-92-0091
四半期報告書提出予定日 平成26年8月12日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1. 平成27年3月期第1四半期の業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 1,037 29.9 15 ― 13 ― 44 ―
26年3月期第1四半期 798 △8.9 △61 ― △70 ― △71 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第1四半期 11.44 ―
26年3月期第1四半期 △18.40 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第1四半期 4,402 1,556 35.4 403.02
26年3月期 4,450 1,524 34.3 394.68
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 1,556百万円 26年3月期 1,524百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
27年3月期 ―
27年3月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3. 平成27年 3月期の業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,000 17.3 20 ― 16 ― 60 △28.7 15.53
通期 3,920 7.4 45 ― 36 ― 80 △16.2 20.71



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 4,605,760 株 26年3月期 4,605,760 株
② 期末自己株式数 27年3月期1Q 743,160 株 26年3月期 743,160 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 3,862,600 株 26年3月期1Q 3,863,699 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料
Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府日銀による金融緩和からの円高修正定着、デフレ脱却を目指

す流れから、大企業の収益回復、設備投資や個人消費の改善傾向が続き、景気が緩やかに回復しつつある状況で推

移いたしました。一方、エネルギー輸入の増加と円安による貿易赤字の増大、需給ギャプの解消と人手不足による

成長鈍化、消費税率引上げの影響懸念が続いていることや、海外における政情不安等の懸念材料もあります。

 このような環境下、当社は、主要顧客を海外生産が進むエレクトロニクス分野から自動車分野、医療分野、食品

容器分野へシフトしてまいりました。また、当社独自技術「RHCM(高速ヒートサイクル成形）技術」を主軸とする

高い技術力を武器に営業を積極展開してまいりました。コスト削減策については、生産性の継続的な改善に努め、

ＱＭＳ（品質）、ＥＭＳ（環境）活動などにより損益分岐点の引き下げを推進してまいりました。

 このような取り組みにより、当第１四半期累計期間の売上高は10億37百万円（前年同四半期比29.9％増）となり

ました。損益面については、営業利益15百万円（前年同四半期は営業損失61百万円）、経常利益13百万円（前年同

四半期は経常損失70百万円）となりました。四半期純利益については、投資有価証券売却益34百万円の計上も寄与

し、44百万円（前同四半期は四半期純損失71百万円）となりました。

 各セグメントの状況は次のとおりです。

 

① 成形品セグメント

 本セグメントは、家電、自動車、エレクトロニクス、医療・食品・その他分野の部品もしくは完成品を受注生

産・販売するセグメントです。

 当第１四半期累計期間における売上高は、家電部品はエアコン部品の売上が減少したものの、前期に新規受注し

た冷蔵庫部品等が順調に推移したことから微増となりました。自動車部品は、前期に量産を開始した自動車内・外

装品が順調に推移し売上高は大幅に増加いたしました。その他分野における食品容器は、既存製品の販売不振によ

り減少いたしました。その他分野における医療機器、遊戯部品は、既存品、新製品ともに順調に推移し売上高は大

幅に増加いたしました。

 この結果、本セグメントの売上高は９億99百万円（前年同四半期比35.5％増）、セグメント利益は98百万円（前

年同四半期比447.9％増）となりました。

 

② 金型・技術セグメント

 本セグメントは、金型売上及び当社独自のRHCM技術を供与したライセンス収入や、顧客の要望により海外で生産

委託した売上からのコミッション収入、RHCM成形用の機械装置など技術資源を源としたセグメントです。

 当第１四半期累計期間における売上高については、金型売上は自動車分野向けの新規受注がありましたが、前年

同期に受注いたしましたその他分野向けの売上をカバーするには至らず減少いたしました。技術ロイヤリティ収入

は、一部の客先において、ライセンス契約の期間満了により減少いたしました。

 この結果、本セグメントの売上高は37百万円（前年同四半期比37.6％減）、セグメント利益は１百万円（前年同

四半期比80.0％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

 当第１四半期会計期間末の資産合計は、44億２百万円となり、前事業年度末に比べ47百万円減少しました。この

主な要因は、受取手形及び売掛金の増加51百万円があったものの、現金及び預金が48百万円減少、投資有価証券が

31百万円減少したこと等によるものです。

 負債合計は、28億45百万円となり前事業年度末に比べ79百万円減少しました。この主な要因は、長期借入金が50

百万円減少、１年内返済予定の長期借入金が38百万円減少したこと等によるものです。

 純資産合計は、15億56百万円となり、前事業年度末に比べ32百万円増加しました。この要因は、その他投資有価

証券評価差額金の減少12百万円があったものの、利益剰余金が44百万円増加したことによるものです。
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② キャッシュ・フローの状況

 当第１四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ48百万

円減少し、11億48百万円となりました。

 当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 売上債権の増加51百万円、投資有価証券売却益34百万円等の減少要因があったものの、税引前四半期純利益48百

万円、減価償却費39百万円等の増加要因により、当第１四半期累計期間において営業活動の結果得られた資金は２

百万円（前年同四半期は63百万円の支出）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 有形固定資産の取得による支出８百万円等の減少要因があったものの、投資有価証券の売却による収入47百万円

等の増加要因により、当第１四半期累計期間において投資活動の結果得られた資金は39百万円（前年同四半期は２

百万円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 長期借入金の返済による支出89百万円により、当第１四半期累計期間において財務活動に用いた資金は89百万円

（前年同四半期は１億円の支出）となりました。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 2015年３月期第２四半期（累計）及び2015年３月期通期の業績予想につきましては、2014年５月14日に公表しま

した業績予想から変更しております。詳細につきましては、本日（2014年８月11日）公表の「業績予想の修正に関

するお知らせ」をご参照ください。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 当社は、前事業年度において営業損失を計上しております。

 当第１四半期累計期間においては、営業利益を計上いたしました。しかしながら、本格的な業績回復には至ってい

ないため、前事業年度に引き続き、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しておりま

す。

 なお、継続企業の前提に関する事項及びその改善策につきましては、後記「４．四半期財務諸表 （４）四半期財

務諸表に関する注記事項 （継続企業の前提に関する注記）」をご覧ください。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2014年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(2014年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,196,549 1,148,182 

受取手形及び売掛金 1,010,550 1,062,164 

商品及び製品 125,974 163,268 

仕掛品 65,899 56,425 

原材料及び貯蔵品 99,650 87,007 

その他 32,042 26,069 

貸倒引当金 △41,941 △44,027 

流動資産合計 2,488,725 2,499,090 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 866,457 853,101 

機械及び装置（純額） 197,299 180,029 

土地 249,342 249,342 

その他（純額） 73,137 73,434 

有形固定資産合計 1,386,236 1,355,908 

無形固定資産 5,542 6,389 

投資その他の資産    

投資有価証券 138,337 106,751 

破産更生債権等 2,893 2,893 

投資不動産（純額） 237,496 237,359 

保険積立金 164,190 167,309 

その他 29,752 29,820 

貸倒引当金 △2,893 △2,893 

投資その他の資産合計 569,777 541,241 

固定資産合計 1,961,556 1,903,539 

資産合計 4,450,281 4,402,630 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2014年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(2014年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 733,867 706,914 

短期借入金 1,295,000 1,295,000 

1年内返済予定の長期借入金 288,610 249,862 

未払法人税等 6,341 5,425 

賞与引当金 － 9,000 

その他 123,499 159,951 

流動負債合計 2,447,317 2,426,152 

固定負債    

長期借入金 309,365 258,576 

退職給付引当金 72,993 70,610 

役員退職慰労引当金 52,486 53,957 

その他 43,611 36,641 

固定負債合計 478,456 419,785 

負債合計 2,925,774 2,845,938 

純資産の部    

株主資本    

資本金 595,916 595,916 

資本剰余金 744,503 744,503 

利益剰余金 425,033 469,219 

自己株式 △298,079 △298,079 

株主資本合計 1,467,373 1,511,558 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 57,134 45,133 

評価・換算差額等合計 57,134 45,133 

純資産合計 1,524,507 1,556,691 

負債純資産合計 4,450,281 4,402,630 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 2013年４月１日 
 至 2013年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 2014年４月１日 

 至 2014年６月30日) 

売上高 798,683 1,037,647 

売上原価 773,888 937,364 

売上総利益 24,795 100,283 

販売費及び一般管理費 86,760 84,402 

営業利益又は営業損失（△） △61,964 15,881 

営業外収益    

受取利息 107 97 

受取配当金 38 62 

受取賃貸料 4,015 4,096 

その他 728 2,876 

営業外収益合計 4,889 7,132 

営業外費用    

支払利息 11,432 8,645 

その他 1,664 611 

営業外費用合計 13,096 9,257 

経常利益又は経常損失（△） △70,172 13,756 

特別利益    

固定資産売却益 － 157 

投資有価証券売却益 － 34,158 

特別利益合計 － 34,316 

特別損失    

固定資産除却損 0 0 

特別損失合計 0 0 

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △70,172 48,072 

法人税、住民税及び事業税 906 3,887 

法人税等合計 906 3,887 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △71,079 44,185 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 2013年４月１日 
 至 2013年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 2014年４月１日 

 至 2014年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失

（△） 
△70,172 48,072 

減価償却費 45,071 39,197 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,669 2,085 

賞与引当金の増減額（△は減少） － 9,000 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,486 △2,383 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,471 1,471 

受取利息及び受取配当金 △145 △159 

支払利息 11,432 8,645 

固定資産除売却損益（△は益） 0 △157 

投資有価証券売却損益（△は益） － △34,158 

売上債権の増減額（△は増加） △89,115 △51,613 

たな卸資産の増減額（△は増加） △34,807 △15,178 

仕入債務の増減額（△は減少） 71,449 △26,953 

その他 15,980 36,364 

小計 △49,652 14,233 

利息及び配当金の受取額 131 159 

利息の支払額 △10,894 △8,677 

法人税等の支払額 △3,068 △3,627 

営業活動によるキャッシュ・フロー △63,484 2,087 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △1,470 △8,310 

有形固定資産の売却による収入 － 157 

投資有価証券の取得による支出 △636 △654 

投資有価証券の売却による収入 － 47,827 

その他 △865 201 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,971 39,220 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △100,537 △89,537 

財務活動によるキャッシュ・フロー △100,537 △89,537 

現金及び現金同等物に係る換算差額 466 △139 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △166,526 △48,367 

現金及び現金同等物の期首残高 1,379,461 1,196,549 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,212,934 1,148,182 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 当社は、前事業年度において、営業損失110百万円を計上しております。また、関係会社株式売却益170百万円を

特別利益に計上したことから、当期純利益95百万円を計上しております。

 当第１四半期累計期間においては、営業利益15百万円、四半期純利益44百万円を計上いたしました。しかしなが

ら、本格的な業績の回復を確認できるまでには至っていないことから、前事業年度に引き続き、継続企業の前提に

重要な疑義を生じさせるような状況が存在しているものと認識しております。 

 当社は、当該状況を解消するため、以下の対応策を講じ、実施しております。 

１．収益性の改善 

 (1)製造コストの低減 
   製品の生産工程の効率化を進めることにより、歩留りの向上を図り、製造原価の低減を実施しております。

また、ＱＭＳ（品質）、ＥＭＳ（環境）活動などにより、損益分岐点の引下げを進めております。 
 (2)販売戦略の再構築 
   主要顧客を、海外生産に移行したエレクトロニクス業界から、国内に生産拠点を置く自動車、医療・食品・

その他分野へシフトしてまいりました。同分野を中心に当社の独自技術と開発力を活かし、新規顧客の開拓、
新製品の受注に努めております。 

２．資金繰りについて 
 金融機関との連携 
   当面の厳しい事業環境を乗り越えるべく、メインバンクを中心に既存取引銀行と緊密な関係を維持してお

り、継続的な支援を前提とした資金計画を構築し、必要資金の確保について綿密に連携中です。また、有事の
資金調達の手段として、2014年４月にメインバンクである株式会社みずほ銀行との間で、100百万円のコミット
メントライン契約を締結しました。 

 
 以上のとおり、上記の対応策を進めている途上ですが、これらの施策は、受注動向や経済環境に左右されること
から、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 
 なお、当社の四半期財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影
響を四半期財務諸表に反映しておりません。
 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 Ⅰ 前第１四半期累計期間（自2013年４月１日 至2013年６月30日）
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  成形品 金型・技術 調整額 
四半期損益計算 
書上計上額 
（注） 

売上高        

外部顧客への売上高 738,143 60,540 － 798,683 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － 

計 738,143 60,540 － 798,683 

セグメント利益 18,057 6,737 － 24,795 

（注）セグメント利益の合計額は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

 Ⅱ 当第１四半期累計期間（自2014年４月１日 至2014年６月30日）
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  成形品 金型・技術 調整額 
四半期損益計算 
書上計上額 
（注） 

売上高        

外部顧客への売上高 999,883 37,764 － 1,037,647 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － 

計 999,883 37,764 － 1,037,647 

セグメント利益 98,932 1,350 － 100,283 

（注）セグメント利益の合計額は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。
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